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スポーツは一生のトモダチ
日田市スポーツ少年団

　日田市スポーツ少年団は、「一人でも多くの青少年にスポーツの喜びを！」「ス
ポーツを通じて青少年の体と心を育てる組織を地域社会の中に！」「スポーツで
人々をつなぎ、地域づくりに貢献する」ことを願い、スポーツを楽しみながら、多
様な活動を通して、心と体を成長させる地域の団体です。

「
競
う
」
だ
け
で
な
く

　
　
　
「
楽
し
む
」
ス
ポ
ー
ツ
を
知
る

　
成
長
が
著
し
い
子
供
時
代
に
は
、
ま

ず
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
基
礎
的
な
運
動
能
力
や
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
基
盤
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
の
集
団
行
動
が

　
　
「
こ
こ
ろ
の
成
長
」
に
つ
な
が
る

　
子
供
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
野

外
活
動
や
社
会
活
動
、
文
化
活
動
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
通
し
て
、
協
調

性
や
創
造
性
を
養
い
、
社
会
の
ル
ー
ル

や
思
い
や
り
の
心
を
学
び
ま
す
。
こ
れ

ら
が
「
こ
こ
ろ
の
成
長
」
を
促
し
ま
す
。

「
地
域
の
キ
ズ
ナ
」の
中
で
子
供
を
支
援
す
る

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
地
域
の
人
々
の

手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

が
り
が
地
域
内
の
交
流
を
活
発
に
し
、

よ
り
良
い
地
域
作
り
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
く
て
も
入
れ
る
の
？

　
運
動
が
苦
手
な
子
供
も
得
意
な
子
供
も
、

活
発
な
子
供
も
、
控
え
め
な
子
供
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
、
楽
し
く

活
動
で
き
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。
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　日田市では現在、軟式野球９団、硬式野球１団、サッカー５団、バレーボール２団、空手道１団の計18団が
元気に活動しています。ちょっとでも「やってみたいな」と思ったら、見学に来てください。

軟式
野球

硬式
野球ひたジュニア

スポーツ少年団

水・金曜日
（16時30分～19時）
土・日曜日
（12時～17時）

光岡小学校

三芳ドリームス
火・木曜日
（17時～19時）
土・日曜日、祝日
（半日又は終日）

三芳小渕町
河川敷広場

日田
サンボーイズ
クラブ

火・木曜日
（17時～19時30分）
土・日曜日
（９時～16時）

桂林小学校

有田
バファローズ

月・水・金曜日
（17時30分～
　　　　19時30分）

有田小学校

みわスポーツ
少年野球団

月・水・木曜日
（17時～19時30分）
土・日曜日
（12時～17時）

三和小学校

天瀬ジュニア
野球クラブ

水曜日
（17時～20時）
土・日曜日
（13時～17時）

天瀬総合
グラウンド

日田
咸宜ジュニア
クラブ

火・木曜日
（17時～20時）
土曜日
（９時～15時）

咸宜小学校

日田マリナーズ
野球クラブ

火・木曜日
（17時～19時）
土・日曜日
（８時30分～
　　　  14時30分）

上野公園病院
グラウンド
（火・土・日曜日）
日隈小学校
（木曜日）

静修
スポーツ少年団

水・木曜日
（15時～19時）
土・日曜日
（10時～17時）

大鶴スポーツ
広場

種目 種目団体名 活動場所 活動日時

日田ボーイズ
スポーツ少年団
（日田ＲＳボーイズ
スポーツ少年団）

火・水・金曜日
（17時～19時）
土・日曜日、祝日
（９時～17時）

ＴＤＫ
グラウンド

三花
少年サッカー
スポーツ少年団

火・金曜日
（17時30分～
　　　　19時30分）
土曜日
（14時～17時）

三和小学校
三和スポーツ
広場

咸宜日隈
サッカークラブ

月・水・金曜日
（18時～20時）

咸宜小学校
日隈小学校

天瀬ジュニア
サッカークラブ

水・木曜日
（18時～20時）
土曜日
（９時～12時）

天瀬Ｂ＆Ｇ

日田ファイヤー
キッズクラブ

月・水・金曜日
（17時30分～
　　　　19時30分）

桂林小学校

日田仁武館
空手道教室

火・水・金曜日
（18時30分～20時）
夏期（19時～
　　　　20時30分）

三隈中学校
（火・金曜日）
高瀬小学校
（水曜日）

三和
バレーボール
クラブ

火・木・土曜日
（17時～20時）三和小学校

若宮サッカー
スポーツ少年団

月・金曜日
（17時30分～19時）
水曜日
（16時30分～18時30分）
土曜日（９時～12時）

若宮小学校

三芳
少年サッカー
スポーツ少年団

月・水・金・土曜日
（17時～19時）三芳小学校

団体名 活動場所 活動日時

空手道

バレー
ボール

サッカー

　社会教育課スポーツ振興係☎㉒６８６８（中央公民館内）



42014. 7. 1 

博物館イベント案内夏休みのイベント情報をお届けします。

夏休みだよ!ちくご川水系のお魚たち全員集合!!
７月12日㈯～８月24日㈰　※期間中は休館日なし。
淡水魚などの生態展示コーナー、魚類の化石コーナー、昔の川の風景写真や漁具の展示コーナー、かわいい個性派
淡水魚キャラクターイラスト展示コーナー、ＴＫＧ（筑後川）の生き物総選挙コーナーなど。

①お魚ふれあい体験教室
　台霧の瀬で魚捕りや魚釣りを体験、捕った魚を朝霧
の館で展示・観察します。

▶とき　７月13日㈰　午前10時～正午　※雨天中止。
▶ところ　三隈川・国交省筑後川河川事務所朝霧の館
　　　　（台霧の瀬集合）

▶対象　小・中学生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　20人

②お魚塗り絵教室
　博物館の淡水魚キャラクターを描いたＳｅｎさんと
一緒に魚を見ながら塗り絵に挑戦します。

▶とき　７月25日㈮　午前10時～正午
▶ところ　博物館
▶対象　小・中学生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　20人

③九州初上陸  ちんげんさいのタヨウ星人とあそぼー！
　関西で生き物キャラクターを描いたり、講談を行っ
たりと大人気のビブリオ堂ちんげんさいさんのワー
クショップを九州で初開催。ちんげんさいさんの描
くタヨウ星人のイラストも会場内に展示します。

▶とき　８月９日㈯　午前10時～午後２時
▶ところ
　パトリア日田（科学の遊び・実験フェスタ会場内）
※申込み不要。

④ＴＫＧ（筑後川）総選挙投票結果発表
　筑後川に生息する生き物たちの人気順位を展示期
間中の来館者の投票で決定し、その結果を発表し
ます。

▶とき　８月23日㈯
▶ところ　博物館
※申込み不要。

⑤博物館・淡窓図書館スタンプラリー
▶とき　８月１日㈮～17日㈰

地質探検教室　（※１回のみの参加も可能です。）
１回目　天草市立白亜紀資料館長の長谷先生と大山町に
湖があった頃の地層観察と化石採集を行います。

▶とき　７月19日㈯　午前９時30分～午後３時
▶ところ　博物館に集合
▶対象　小学生～高校生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　20人
▶準備するもの　メモ用紙、筆記用具、ビニール袋、金
づち、タガネ又はマイナスドライバー、ゴーグル、軍
手、弁当、水筒、新聞紙

▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、長靴又は運動靴
２回目　現地での黒曜石の露頭観察と採集を行います。
▶とき　７月30日㈬　午前９時30分～午後０時30分
　※雨天中止。
▶ところ　博物館に集合
▶対象　小学生～高校生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　20人
▶準備するもの　メモ用紙、筆記用具、ビニール袋、金
づち、ゴーグル、軍手、水筒、新聞紙

▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、長靴又は運動靴
３回目　恐竜やアンモナイト化石が見られる島として知
られる天草市御所浦島で白亜紀資料館の見学や化石採
集、島内ジオパーク巡りを行います。

▶とき　８月１日㈮・２日㈯（１泊２日）
　午前８時30分出発　翌日午後５時着

▶ところ（宿泊場所）
　御所浦町交流センター（市役所北側駐車場集合）
▶対象　一般
　※ただし、小学生～高校生（保護者同伴）を優先します。
▶募集数　25人
▶準備するもの　メモ用紙、筆記用具、ビニール袋、金
づち、タガネ、ゴーグル（白亜紀資料館で専用の金づ
ちやタガネを無料で貸し出しています）、弁当、水
筒、新聞紙

▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、長靴又は運動靴
▶参加費　宿泊費・食事代等の実費（１人7,000円程度）
４回目　久留米大学の木戸先生と日田の一部が海だった
時代や火山活動が始まった時代の地層観察と鉱物採集
を行います。

▶とき　８月16日㈯　午前９時30分～午後３時　
　※小雨決行。
▶ところ　博物館に集合　
▶対象　小学生～高校生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　20人
▶準備するもの　メモ用紙、筆記用具、ビニール袋、金
づち、ゴーグル、軍手、弁当、水筒、新聞紙

▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、長靴又は運動靴
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夏の星座観察会
　天体望遠鏡を使って月・
火星・土星を観察します。
▶とき　８月５日㈫
　午後７時30分～９時30分
※雨天の場合は生涯学習交流
センターで星のお話会。

▶ところ
　萩尾公園駐車場（生涯学
習交流センター下）集合

▶対象　一般
▶募集数　制限なし

植物昆虫同定会
　植物や昆虫の正式な名前を教えます。
▶とき　８月17日㈰　午前９時～午後４時
▶ところ　パトリア日田創作室
▶対象　小・中学生
▶準備するもの　各自が作成した植物・昆虫の標本、
メモ用紙、筆記用具

　全て参加無料です。※地質探検教室（３回目）
を除く。
　参加を希望する人は、博物館に電話でお
申し込みください。先着順で受け付けます。
　博物館☎㉒５３９４

夏休み博物館自然教室
昆虫教室
　現地で昆虫を採集し、名前や標本の作り方などを学
びます。

▶とき　７月26日㈯　午前９時30分～午後３時
　※小雨決行。
▶ところ　博物館に集合
▶対象　小・中学生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　20人
▶準備するもの　メモ用紙、筆記用具、弁当、水筒、
捕虫網、虫入れなど

▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、運動靴

植物教室
　現地で植物を採集し、植物名や標本の作り方を学び
ます。

▶とき　７月28日㈪　午前９時30分～午後３時　
　※小雨決行。
▶ところ　博物館に集合
▶対象　小・中学生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　20人
▶準備するもの　メモ用紙、筆記用具、弁当、水筒、
移植ごて、植物入れ、新聞紙

▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、運動靴

干潟観察会
　干潟の特徴や干潟にすむ生き物たちを観察します。
▶とき　７月23日㈬　午前９時30分～午後４時
　※雨天中止。
▶ところ　中津市大新田浜（市役所北側駐車場集合）
▶対象　小学生～高校生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　25人
▶準備するもの　メモ用紙、筆記用具、弁当、水筒、
着替え用の服

▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、長靴又は運動靴
※海の中を歩きますので汚れてもよい服装と長靴又は古い運
動靴等を着用してください。(サンダルはけがをする恐れが
あります) 

科学実験教室
▶とき　８月７日㈭
　葉脈標本づくり　午前９時30分～正午
　ミニロケットづくりと振り子の実験
　午後１時30分～４時
▶ところ　パトリア日田創作室　
▶対象　小学生　※小学校３年生以下は保護者同伴。
▶募集数　各25人
▶準備するもの　筆記用具
※１回のみの参加も可能です。

皆さんのお越しを

お待ちしています！
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財政状況平成25年度

　市民の皆さんが納めた税金や国・県からの支出金、地方交付税等が、市にどれくらい入り（歳入）、どのような事業にど
のくらい使われたのか（歳出）。今号では、そんな市の財政状況を皆さんにお知らせします。今回は３月末時点の数値とな
るため、今後、収支共に変動が生じます。なお、確定した数値となる平成25年度決算の概要は12月頃にお知らせします。
※市民一人当たりの額は、平成26年３月31日現在の人口69,702人で算出しています。
※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。　　　　　　　

一般会計

歳出
一般会計

歳入

市税
74億889万円
（18.0％）

人件費
55億2,651万円
（13.4％）

扶助費
68億1,594万円
（16.6％）

普通建設事業費
49億5,771万円
（12.1％）

公債費
56億6,900万円
（13.8％）

物件費
49億8,840万円
（12.1％）

補助費等
52億66万円
（12.7％）

繰出金
43億9,994万円
（10.7％）

貸付金
10億5,807万円
（2.6％）

その他
9億4,940万円（2.3％）

その他
44億3,698万円
（10.8％）

市債
55億2,024万円
（13.4％）

地方交付税
138億2,135万円
（33.6％）

分担金及び負担金
4億72万円
（1.0％）

使用料及び手数料
6億6,759万円
（1.6％）

災害復旧事業費
15億3,935万円
（3.7％）

国・県支出金
88億4,921万円
（21.6％）

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
予
算

は
、
４
１
１
億
４
９
８
万
円
で
、
昨
年
度

と
比
較
す
る
と
24
億
５
６
３
９
万
円

（
５
・
６
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
歳

入
総
額
の
33
・
６
％
を
占
め
る
１
３
８
億

２
１
３
５
万
円
と
な
り
、
皆
さ
ん
が
納
め

た
市
税
が
74
億
８
８
９
万
円
で
、
歳
入
総

額
の
18
・
０
％
を
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め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
・
県
支
出
金
が
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・
６
％
、
市
債
が

13
・
４
％
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
出
予
算
を
性
質
別
に
見
る
と
、
高
齢

者
や
児
童
な
ど
に
対
し
て
行
う
様
々
な
支

援
に
要
す
る
扶
助
費
が
68
億
１
５
９
４
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円
と
な
り
、
歳
出
総
額
の
16
・
６
％
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て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
建
設
事
業
を
行
う
と
き
に
借

入
れ
し
た
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
を
返
済

す
る
た
め
の
公
債
費
が
56
億
６
９
０
０
万

円
、特
別
職
や
職
員
の
給
与
、
議
員
の
報

酬
な
ど
の
人
件
費
が
55
億
２
６
５
１
万
円
、

個
人
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
な
ど

の
補
助
費
等
が
52
億
66
万
円
、
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
物
件

費
が
49
億
８
８
４
０
万
円
、
公
共
施
設
の

新
・
増
設
な
ど
に
要
す
る
普
通
建
設
事
業

費
が
49
億
５
７
７
１
万
円
、
特
別
会
計
へ

の
事
業
費
補
填
で
あ
る
繰
出
金
が
43
億
９

９
９
４
万
円
、
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
に
よ

る
災
害
か
ら
の
復
旧
に
要
す
る
災
害
復
旧

事
業
費
が
15
億
３
９
３
５
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

411億498万円歳入額

（前年度比　－24億5,639万円）
411億498万円歳出額

（前年度比　－24億5,639万円）
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□歳入予算の執行状況

平成25年度財政状況

□歳出予算の執行状況

□市税の収入状況

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債
合計

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
合計

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
特別土地保有税
入湯税
都市計画税
合計

3億1,734万3千円
72億1,324万9千円
111億6,218万5千円
26億9,486万7千円
1億1,425万2千円
16億7,321万4千円
17億1,148万7千円
31億5,800万円

14億5,646万3千円
43億4,216万1千円
15億3,935万4千円
56億6,900万2千円

350万円
4,990万円

411億497万7千円

25億8,597万5千円
36億2,816万6千円
1億7,704万7千円
5億3,927万4千円

0円
3,767万5千円

4億4,075万4千円
74億889万1千円

30億846万7千円
40億194万1千円
1億8,926万4千円
5億5,371万9千円

0円
4,327万2千円

4億9,042万3千円
82億8,708万6千円

26億5,073万4千円
36億2,426万3千円
1億7,717万7千円
5億5,371万9千円

0円
4,040万2千円

4億4,457万4千円
74億9,086万9千円

3万8,030円
5万1,997円
2,542円
7,944円

0円
580円
6,378円

10万7,470円

74億889万1千円
3億9,000万円
1,200万円
600万円
150万円

6億7,700万円
3,000万円
7,100万円
1,800万円

138億2,134万7千円
1,500万円

4億71万5千円
6億6,759万1千円
58億7,248万8千円
29億7,671万8千円

3,423万8千円
1,013万9千円

9億4,279万8千円
6億9,996万6千円
15億2,934万7千円
55億2,023万9千円
411億497万7千円

科目

科目

科目

予算現額

予算現額

予算現額

3億1,457万6千円
60億7,662万円

91億8,352万2千円
19億3,804万9千円
1億939万8千円

11億3,541万3千円
13億5,258万3千円
16億1,146万6千円
12億4,886万4千円
32億4,761万8千円

8億5,855万円
56億6,753万7千円

0円
0円

327億4,419万6千円

3月末支出済額

調定額

4,513円
8万7,180円
13万1,754円
2万7,805円
1,570円

1万6,290円
1万9,405円
2万3,119円
1万7,917円
4万6,593円
1万2,317円
8万1,311円

0円
0円

46万9,774円

市民一人当たり

市民一人当たり3月末収入済額

74億9,086万9千円
3億8,283万3千円
1,194万7千円
1,454万4千円
1,909万円

6億8,298万1千円
2,986万8千円
6,907万4千円
1,917万2千円

139億6,661万9千円
1,390万3千円

3億5,190万4千円
6億3,994万1千円
50億9,651万1千円
19億3,871万円
1億2,791万3千円
2,520万3千円

20万円
6億9,996万6千円
13億5,105万8千円
31億7,803万9千円
361億1,034万5千円

3月末収入済額
10万7,470円

5,492円
171円
209円
274円
9,799円
429円
991円
275円

20万376円
199円
5,049円
9,181円

7万3,119円
2万7,814円
1,835円
362円
3円

1万42円
1万9,383円
4万5,595円
51万8,068円

101.1％
98.2％
99.6％
242.4％
1272.7％
100.9％
99.6％
97.3％
106.5％
101.1％
92.7％
87.8％
95.9％
86.8％
65.1％
373.6％
248.6％
0.0％

100.0％
88.3％
57.6％
87.8％

99.1％
84.2％
82.3％
71.9％
95.8％
67.9％
79.0％
51.0％
85.7％
74.8％
55.8％
100.0％
0.0％
0.0％
79.7％

102.5％
99.9％
100.1％
102.7％

-    
107.2％
100.9％
101.1％

88.1％
90.6％
93.6％
100.0％

-    
93.4％
90.7％
90.4％

市民一人当たり 収入率

執行率

予算現額
に対する
収入率

調定額
に対する
収入率
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□市有財産の状況（平成26年３月31日現在）

□一時借入金の現在高（平成26年３月31日現在）
会計名 決算額

12,916,742.00ｍ2
9,298,418.89ｍ2
461,277.26ｍ2
564,568.00ｍ3
65,821.00ｍ3
5億8,587万円

4億7,371万5千円
3億1,402万6千円

185億8,151万3千円

有価証券
債権
出資金
基金（積立金）

土地

建物

立木

山林
その他

所有分
地上権分

一般会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
公共下水道事業特別会計
合計

□水道事業（平成26年３月31日現在）

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

8億5,400万円
6億7,150万4千円
1億6,937万7千円
 4億2,313万3千円

20億円
10億円
5億円
5億円
40億円

□長期借入金の現在高（平成26年３月31日現在）
一般会計
診療所事業特別会計
簡易水道事業特別会計
給水施設事業特別会計
公共下水道事業特別会計
特定環境保全公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
情報センター事業特別会計
合計

376億9,870万5千円
1,314万3千円

30億186万2千円
4,892万7千円

122億173万9千円
2億3,069万6千円
27億2,310万1千円

1,044万2千円
18億858万7千円

577億3,720万2千円

会計区分 予算現額
歳入

収入率３月末収入済額
歳出

執行率３月末支出済額

□特別会計予算の執行状況

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業
合計

93億6,052万2千円
8億5,874万4千円
64億911万4千円
1億8,818万9千円
7億1,582万2千円
1,664万3千円

22億3,053万5千円
3,633万6千円

2億2,975万8千円
404万5千円

5億5,230万5千円
206億201万3千円

76億6,879万3千円
8億1,198万7千円
53億300万5千円
1億536万4千円
1億9,913万7千円

795万3千円
9億7,281万1千円
1,187万2千円
2,756万2千円
381万9千円

2億3,452万3千円
153億4,682万7千円

82億9,077万6千円
8億2,728万7千円
57億6,029万8千円
1億6,977万4千円
6億4,246万8千円

1,317万円
17億1,976万6千円

3,299万9千円
2億2,446万1千円

401万9千円
5億443万7千円

181億8,945万6千円

81.9％
94.6％
82.7％
56.0％
27.8％
47.8％
43.6％
32.7％
12.0％
94.4％
42.5％
74.5％

88.6％
96.3％
89.9％
90.2％
89.8％
79.1％
77.1％
90.8％
97.7％
99.4％
91.3％
88.3％

給水人口／49,327人　　　　 配水量／4,951,458m3　
１日最大配水量／15,978m3　　１日平均配水量／13,566m3
一人１日最大配水量／324ℓ　総有収水量／4,624,490m3
有収率／93.40％

・
一
般
会
計
…
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の

う
ち
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
計
上

す
る
会
計

・
予
算
現
額
…
年
度
開
始
前
に
組
ま
れ
る

当
初
予
算
の
額
、
年
度
途
中
で
追
加
・

減
額
す
る
補
正
予
算
の
額
な
ど
を
合
計

し
た
額

・
調
定
額
…
年
度
内
に
入
っ
て
く
る
べ
き

お
金
の
額

・
収
入
済
額
…
市
が
歳
入
と
し
て
実
際
に

受
け
取
っ
た
額

・
支
出
済
額
…
市
が
歳
出
と
し
て
実
際
に

支
払
っ
た
額

﹇
歳
入
﹈

・
市
税
…
「
市
民
税
」
「
固
定
資
産
税
」

「
た
ば
こ
税
」
「
軽
自
動
車
税
」
な
ど

の
税
金

・
地
方
交
付
税
…
市
町
村
が
等
し
く
事
業

を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

・
地
方
譲
与
税
…
国
が
徴
収
し
た
自
動
車

重
量
税
等
か
ら
市
に
配
分
さ
れ
、
交
付

さ
れ
る
お
金

・
分
担
金
及
び
負
担
金
…
地
方
公
共
団
体

等
の
事
業
で
利
益
を
受
け
る
人
に
負
担

し
て
も
ら
う
お
金

・
国
・
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定

の
事
業
に
対
し
て
国
又
は
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

・
市
債
…
市
の
借
入
金
で
償
還
が
２
年
以

上
に
わ
た
る
も
の

・
繰
入
金
…
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い

た
お
金
を
取
り
崩
し
て
収
入
と
す
る
お

金

平成25年度財政状況

用

語

説

明
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□平成25年度に実施した主な事業
議会費
議会運営費
総務費
土地開発公社清算事業
小学校跡地利活用対策事業
自治会事務委託料等
市内循環・デマンドバス運行事業
市民文化会館管理運営事業
市民文化会館管理企画事業
周辺地域活性化対策事業
民生費
障害者自立支援等
老人ホーム等運営管理費
公立保育園運営管理費
生活保護費給付等事業
後期高齢者医療費
国民健康保険事業拠出金
介護保険事業拠出金
災害救助費
衛生費
住宅用太陽光発電システム設置補助事業
浄化槽設置補助事業
廃棄物処理費
小規模給水施設普及支援事業
健康診査・健康相談事業
予防接種事業
子ども医療費助成事業
労働費
緊急雇用創出事業
農林水産業費
市有林活用モデル事業
農道整備促進支援事業
県営ほ場整備事業（朝日地区）
林道作業道補修用原材料支給事業
日田材需要拡大緊急対策事業
鳥獣被害防止緊急対策事業

2,215万円

24億8,010万円
2億1,337万円
8,410万円
8,034万円

1億4,771万円
3,680万円
2,147万円

　　
14億1,589万円
2億687万円
6億7,177万円
18億5,188万円
11億8,569万円
6億2,843万円
8億9,278万円
1,843万円

1,368万円
3,423万円

5億7,860万円
2,656万円
4,997万円

1億5,046万円
1億6,665万円

2,654万円

1,453万円
1,474万円
2,327万円
3,279万円
7,200万円
5,008万円

商工費
金融対策費　　　　　　　　　
元気創出プレミアム商品券発行支援事業
観光誘客宣伝事業
観光施設の管理費
日田ブランド福岡戦略事業
企業誘致事業
土木費　
市道改良事業
県施行土木工事負担金
道路維持費
公園整備事業
公園管理費
三和団地大規模改修事業
消防費
常備消防費
非常備消防費
防災情報ＷＥＢカメラ整備事業
災害備蓄拠点整備事業
自主防災組織活性化事業
防災士育成事業
教育費
小・中学校の維持管理費
小・中学校の校舎・屋内運動場等施設整備

公民館・淡窓図書館･博物館等の社会教育
活動や施設維持管理費
文化財の発掘調査や保存整備
スポーツ振興や体育施設の維持管理
給食センター等維持管理費
小・中学校教材費保護者負担軽減事業
災害復旧費
災害復旧に関する費用
公債費
市債（市の借入金）の返済金　

7億8,396万円
3,090万円
3,189万円
3,366万円
2,739万円
4,566万円

　
4億5,478万円
8,755万円

2億1,217万円
3,604万円

1億8,515万円
1億1,283万円

10億505万円
1億3,599万円
1,237万円
1,539万円
458万円
56万円

4億136万円

9億1,245万円

6億7,905万円
3億8,904万円
2億1,985万円
2億6,711万円
4,289万円

10億8,639万円

56億6,754万円

﹇
歳
出
﹈

・
人
件
費
…
職
員
や
特
別
職
の
給
与
、
議

員
の
報
酬
な
ど

・
扶
助
費
…
高
齢
者
や
児
童
な
ど
に
対
し

て
行
う
様
々
な
支
援
に
必
要
な
経
費

・
公
債
費
…
市
の
借
入
金
の
元
金
及
び
利

子
の
償
還
に
要
す
る
経
費

・
普
通
建
設
事
業
費
…
公
共
施
設
の
新
・

増
設
な
ど
に
必
要
な
経
費

・
物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
施
設
の
維
持

管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

・
補
助
費
等
…
補
助
金
の
交
付
や
負
担
金

の
拠
出
に
必
要
な
経
費

・
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費

・
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関

す
る
経
費

・
民
生
費
…
障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
経
費

・
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健

康
増
進
な
ど
の
経
費

・
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興
の
た
め

の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の
経
費

・
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た

め
の
経
費

・
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
、
施
設

建
設
の
た
め
の
経
費

・
教
育
費
…
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
施

設
、
体
育
施
設
な
ど
の
建
設
・
整
備
・

運
営
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

・
災
害
復
旧
費
…
土
砂
崩
れ
な
ど
、
災
害

が
起
き
た
箇
所
の
現
状
復
帰
の
た
め
の

経
費

　
財
政
課
財
政
係

　
☎
㉒
８
６
３
４
（
市
役
所
４
階
）

平成25年度財政状況
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国
民
健
康
保
険
と
は

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し

て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
の
医
療
保
険
制
度
で
す
。
加
入
者
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
を
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

財
政
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
ほ
か
、
国
・
県
の
負
担
金
な
ど
を
財
源

に
運
営
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
技

術
の
高
度
化
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
年
々
増
加

し
て
き
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
①
）

税
率
な
ど
を
見
直
し
ま
す

　
日
田
市
で
は
、
国
で
認
め
ら
れ
た
負
担

以
外
に
基
準
外
の
分
を
負
担
し
、
国
民
健

康
保
険
の
税
率
（
額
）
を
平
成
22
年
度
に

引
き
上
げ
て
以
降
、
平
成
23
年
度
は
引
き

下
げ
、
平
成
24
・
25
年
度
は
据
え
置
き
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
（
表
①
）

　

し
か
し
、
今
後
も
医
療
技
術
の
高
度

化
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
医
療
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
現
状
の
ま
ま
で
は
国
民

健
康
保
険
会
計
が
赤
字
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
財
政
運
営
の
健
全
・
安
定

化
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
率
（
額
）
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
低
所

得
者
の
軽
減
制
度
の
拡
充
に
よ
っ
て
、
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
世
帯
の
範
囲

は
広
が
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
が
決
定
し
ま
し
た

Ｈ21

299

321

338 337
349

グラフ①一人あたりの医療費の推移（千円）

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

表①市が負担している基準外の繰入金

表②軽減対象になる所得基準額

年度
～Ｈ23
Ｈ24（新規）
Ｈ25
Ｈ26（見込）

0円
1億5,154万4,000円
1億2,603万7,000円
1億5,410万7,000円

繰入額

平成26年度 国民健康保険税の税率（額）※（　）内は前年度比。

算出方法

所得割額

均等割額
平等割額
限度額

医療分　医療費や健
康づくり事業等の費用
をまかなうためのもの

後期高齢者支援分　
後期高齢者の医療に係る
費用を支援するもの

介護分　介護保険に係
る費用を負担するもの
（40～64歳の加入者のみ）

（平成25年の総所得金
額等－基礎控除33万
円）×右記の税率

被保険者一人につき
１世帯あたり

１世帯あたりの最高額

8.87％（+1.15％） 2.72％（+0.15％） 2.43％（変更なし）

25,800円（+2,400円） 8,100円（+900円） 9,600円（+400円）
19,900円（+1,300円） 6,300円（+100円） 5,500円（+100円）
51万円（変更なし） 16万円（+2万円） 14万円（+2万円）

国民健康保険税の計算方法
　国民健康保険に加入している世帯の所得額や人数などによって、それぞれの率や額で計算された税額の合計額です。

低
所
得
者
の
軽
減
制
度
の
拡
充

　
低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
、
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
所
得
の
合
計

額
が
一
定
金
額
以
下
の
場
合
、
そ
の
世
帯

の
「
均
等
割
額
」
と
「
平
等
割
額
」
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
国
の
制
度
改
正
で
、

５
割
と
２
割
の
軽
減
対
象
に
な
る
所
得
基

準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
軽
減
対
象
世
帯

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
（
表
②
）

軽減の割合
７割軽減

５割軽減

２割軽減

所得基準額
33万円以下
改正前　33万円＋24.5万円×被保険者数（世帯主を除く）
改正後　33万円＋24.5万円×被保険者数
改正前　33万円＋35万円×被保険者数
改正後　33万円＋45万円×被保険者数
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大分県国保連合会マスコットキャラクター「ほっぴぃ」

　

納
税
通
知
書
及
び
納
付
書
は
、
７
月
中

旬
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

の
い
る
世
帯
の
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

■
本
算
定
と
は

　
今
回
確
定
し
た
税
率
と
平
成
25
年
中
の

収
入
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
数
等
を
基
に
、
年
間
の
税
額
を
決

定
す
る
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方

①
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
普
通
徴
収
）

　
年
間
の
税
額
か
ら
仮
算
定
の
税
額
を
差

し
引
い
て
、
７
月
か
ら
平
成
27
年
３
月

ま
で
の
９
か
月
で
分
割
し
た
額
が
月
額

と
な
り
ま
す
。
納
付
方
法
は
納
税
通
知

書
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

②
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
す
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
特
別
徴
収
）

　
年
６
回
の
年
金
支
払
い
の
際
に
国
民
健

康
保
険
税
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ

て
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
も
口
座
振

替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
税
務
課
市
民
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
は
、
納
税
義

務
者
（
世
帯
主
）
か
ら
の
申
請
で
減
免

の
可
否
が
決
定
さ
れ
、
次
に
該
当
す
る

人
が
申
請
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
26
年
中
に
所
得
が
全
く
な
く
な
っ

た
た
め
、
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
人
又
は
こ
の
状
況
に
準
じ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

・
災
害
な
ど
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

に
な
っ
た
人

・
平
成
26
年
４
月
以
降
に
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

　
　
減
免
申
請
を
す
る
人
は
、
納
期
限
の

７
日
前
ま
で
に
、
減
免
申
請
書
と
そ
の

理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
市
民
税

係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、
倒
産
や
解
雇

等
に
よ
り
離
職
し
た
人
を
対
象
に
し
た
軽
減

制
度
も
あ
り
ま
す
。
申
請
が
必
要
で
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

医療費の負担を軽減するために

ジェネリック医薬品を上手に活用しましょう
　ジェネリック医薬品は、先発医薬品と薬の有効成分・効果が変わらないにもかかわらず安価で、安全性も先発医
薬品の臨床試験でしっかり保証されています。上手に活用することで、窓口での負担額を減らすことができ、医
療費の抑制につながります。ジェネリック医薬品を希望する場合は、診察のときに医師や薬剤師に相談するか、
「ジェネリック医薬品希望カード」を提示してください。「ジェネリック医薬品希望カード」は、市役所１階健
康保険課、各振興局・振興センターに備え付けています。

特定健診を受けましょう
　日本人の死因の約３割は、メタボリックシンドロームを始めとする生活習慣病（がんは除く）です。生活習慣病
は、自覚症状がほとんどないうちに進行します。
　特定健診は、生活習慣病に着目した健診です。毎年、受診することで体の変化をいち早く知ることができ、早め
に病気の予防をすることで、医療費の抑制にもつながります。
　日頃、市などが実施する健診を上手に利用し、病気の早期発見を心掛け、健康の保持増進に努めましょう。

はしご受診・重複受診はやめましょう
　はしご受診・重複受診とは、同じ病気でいくつもの病院、診療所を渡り歩くことをいいます。医療機関を変える
と、検査・処置・注射・薬などを最初からやり直すこととなり、体と医療費に重い負担となります。

健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

便利な口座振替を
ご利用ください！
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
医
療
機
関
を

受
診
す
る
際
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
る
支
払
を
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
人
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
。

認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
へ

　
現
在
発
行
し
て
い
る
認
定
証
は
、
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

<

70
歳
未
満
の
人>

　
８
月
１
日
以
降
に
更
新
の
手
続
が
必
要

で
す
。
限
度
額
認
定
証
は
赤
色
で
す
。

<

70
歳
〜
74
歳
の
人>

　
現
在
、
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
の

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
白
色
）
」
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
人
に
は
、
７
月
中
に

新
し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。
（
更

新
手
続
は
不
要
で
す
）

認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
へ

　　
新
た
に
認
定
証
が
必
要
な
人
は
手
続
が

必
要
で
す
。
（
70
歳
以
上
の
人
は
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
み
）

・
申
請
場
所

　

市
役
所
１
階
健
康
保
険
課
、
各
振
興

局
・
振
興
セ
ン
タ
ー

・
申
請
に
必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
（
認
印
）

国民健康保険に加入している皆さんへ

国民健康保険限度額適用認定証、
国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証の更新のお知らせ

70歳未満の自己負担限度額（月額）　※制度改正に伴い平成27年１月１日から変更される予定です。

区分

上位所得者※１

一般世帯

月額 入院時の食事代
（１食当たり）

15万円（83,400円※２）
総医療費が50万円を超えたときは、
（総医療費-50万円）×0.01を15万円に加算

80,100円（44,400円※２）
総医療費が26万7,000円を超えたときは、 
（総医療費-26万7,000円）×0.01を80,100円に加算

35,400円（24,600円※２）

260円

260円

210円（160円）※３住民税非課税世帯

　同じ月内に同一の医療機
関等で自己負担額が２万
1,000円以上であれば合算
することができ、この合算
額が自己負担限度額を超え
れば、高額療養費の支給対
象となります。（入院と外来
は別々）同じ医療機関でも
歯科は別計算です。また、
入院時の食事代や差額ベッ
ド代などは対象外です。

※１上位所得者は、国民健康保険加入世帯の基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯の人。
※２（　）内は、過去12か月間に一つの世帯で４回以上高額療養費の支払があった場合の自己負担限度額。
※３過去12か月間の入院日数（非課税世帯時）が91日以上の入院の場合。

70歳以上75歳未満の自己負担限度額　※制度改正に伴い平成27年１月１日から変更される予定です。

区分

現役並み所得者
※４

一般世帯
低所得Ⅱの人※５
低所得Ⅰの人※６

外来
（個人単位） 入院 + 外来（世帯単位） 入院時の食事代

（１食当たり）
80,100円（44,400円※２）

総医療費が26万7,000円を超えたときは、 
（総医療費-26万7,000円）×0.01を80,100円に加算

44,400円

44,400円
24,600円
15,000円

12,000円
8,000円
8,000円

260円

260円

100円
210円（160円）※３

※４前年の課税所得が145万円以上の人とその世帯に属する人。ただし、次の条件の人は申請することで「一般世帯」の
　自己負担限度額になります。70歳以上75歳未満の国民健康保険被保険者が、①一人で収入が383万円未満②二人以上
　で収入合計が520万円未満の場合。
※５世帯主及び国民健康保険加入世帯員全員が住民税非課税の世帯の人。
※６世帯主及び国民健康保険加入世帯員全員が住民税非課税で、各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円
　として計算）を差し引いたときに０円になる人。

健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）
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65
歳
以
上
の
人
へ　

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
に
１
回
、
市
町
村
ご
と
に
算
定
が
行

わ
れ
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
は
年
額
５
万
８
６
２
０
円
を
基
準
額
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
帯
員
の
市
民
税
の
課
税
状
況
や
被
保
険
者
本
人
の
所
得

額
等
に
よ
っ
て
、
９
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

※
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、
健
康
保
険
組
合
ご
と
に

設
定
さ
れ
る
介
護
保
険
料
率
と
給
与
・
賞
与
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
入
通
知
書
及
び
納
付
書
は
７
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、

税
務
課
市
民
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な
く
保

険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納
期
間
に
応

じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負

担
割
合
が
増
え
た
り
、
一
時
的
に
介
護

給
付
が
差
止
め
に
な
る
な
ど
の
制
限
が

生
じ
ま
す
。
保
険
料
は
各
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
は
通
常
、
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
が
、
年
金
の
種
類
や
額
に
よ

っ
て
２
通
り
の
納
め
方
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
る
の
は
、
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日

が
属
す
る
月
の
分
か
ら
で
す
。

①
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
特
別
徴
収
）

　

４
月
１
日
現
在
、
被
保
険
者
で
、
年
金

収
入
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
で
す
。

年
６
回
の
年
金
支
払
の
際
に
、
保
険

料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
て
振

り
込
ま
れ
ま
す
。

②
納
付
書
で
納
め
る
人
（
普
通
徴
収
）

　

年
金
収
入
が
年
間
18
万
円
未
満
の
人

な
ど
、
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な

い
人
で
す
。
納
入
通
知
書
に
７
月
か

ら
２
月
ま
で
の
８
期
分
の
納
付
書
を

一
括
同
封
し
て
い
ま
す
。
指
定
の
場

所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
２
日
以
降
に
転
入
又
は
65
歳
に
な
っ

た
人
は
、
普
通
徴
収
納
付
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
減
免
制
度

　
災
害
な
ど
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
、

事
業
の
廃
止
な
ど
で
所
得
が
激
減
し
た

場
合
、
世
帯
全
員
の
収
入
と
貯
蓄
が
一

定
の
基
準
に
満
た
な
い
場
合
は
、
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
税
務
課
市
民
税
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

　

介
護
保
険
制
度
に
は
、
利
用
者
負
担

軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
早
め
に

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、

対
象
者
に
は
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
い
る
事
業
所
や
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
も
、

有
効
期
限
が
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
中
に
更
新
申
請
が
必

要
で
す
。

居
住
（
滞
在
）
費
・
食
費
の
負
担
軽
減

　

次
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
居
住

（
滞
在
）
費
と
食
費
を
軽
減
し
ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

医
療
施
設
、
短
期
入
所
療
養
介
護

・
対
象
者

　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

※
平
成
25
年
度
に
右
記
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
は
、
申
請
の

案
内
と
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減

　

社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
１
割
負
担
額
、
居
住

（
滞
在
・
宿
泊
）
費
、
食
費
を
軽
減
し

ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護

（
い
ず
れ
も
介
護
予
防
を
含
む
）
及

び
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
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【問合せ】健康保険課国保･年金係☎㉒８２７１
　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合

☎０９７－５３４－１７７１

後期高齢者医療被保険者証を
持っている人へ

▶新しい保険証の送付
　現在の桃色の保険証は、７月31日で有効期限が
切れます。７月下旬に被保険者の皆さんに新し
い保険証（黄色）を送付しますので、８月以降
は新しい保険証を使ってください。
・新しい保険証
　新しい保険証の有効期限は平成27年７月31日です。
（裏面に臓器提供の意思表示ができます）

※「一部負担金の割合」は、平成25年中の所得に基づい
て判定しています。

▶保険料額決定通知書等の送付
　平成26年度分の保険料額決定通知書等を７月中
旬に被保険者の皆さんに送付します。保険料の
納め方は通知書の「期別保険料額」の欄をご覧
ください。
・特別徴収の欄に保険料額が記入されている場合
　その月の年金から差し引かれます。
・普通徴収の欄に保険料額が記入されている場合
　納期限までに納付書等で保険料を納めてください。
ただし、口座振替申請をしている人は、納期限
の日に金融機関から振り替えます。

▶限度額適用・標準負担額減額認定証の送付
　住民税非課税世帯に属する人が入院等により治
療費が高額となった場合、認定証を医療機関に
提示することで、支払時の負担額を減額するこ
とができます。
・現在認定証を持っている人
　現在発行している認定証は、７月31日で有効期
限が切れます。平成26年度も引き続き住民税非
課税世帯に属する人は、７月中に新しい認定証
を送付します。（更新手続は不要です）

※認定証の適用区分が「区分Ⅱ」の人で、認定証の発行
日から91日以上の入院がある人は、長期入院該当の申
請ができます。

・現在認定証を持っていない人
　平成26年度住民税非課税世帯に属する人で新た
に認定証が必要となった人は、手続が必要です。
７月28日以降に市役所１階健康保険課国保・年
金係の窓口で申請をしてください。
・申請に必要なもの
　①保険証　②印鑑　③長期入院該当の申請をす
る人は、入院日数が分かる領収書等の証明書

お知ら
せ

【問合せ】教育総務課総務企画係☎㉒８２３４

合原教育長が勇退

　合原多賀雄教育長（69歳）
が、６月30日をもって辞任し
ました。
　合原教育長は、咸宜小学校
校長を経て、平成19年９月に
就任し、６年９か月にわたり
教育長を務めてきました。任
期中は、小学校の統廃合による教育環境の充実や
小中一貫制の導入などに尽力されました。

お知ら
せ

【問合せ】観光課観光企画係☎㉒８２１０

小野川自然プールがオープン！

▶利用期間
　７月19日㈯～
　　　　８月31日㈰
　午前10時～午後４時
▶ところ　小野民芸村
　（ことといの里）
※12歳未満の人は保護者の
同伴が必要です。

お知ら
せ

【問合せ】情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７

日田で働く人を取材しよう！
「広報ひた」の１日記者を募集

　夏休みを利用して、市
内で働く人を取材する、
１日記者を募集します。

▶とき
　８月４日㈪
　午前９時～午後４時
▶ところ
　市役所２階201会議室
▶対象
　市内の小学校４～６
年生

▶募集数　４組（１組３～４人）
※情報統計課行政情報発信係に電話でお申し込みください。
▶申込期限　７月18日㈮

お知ら
せ
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【問合せ】建築住宅課住宅係☎㉒８２１８

市営住宅の入居者及び補欠者を募集募　集

▶申込期限　７月31日㈭　午後５時
▶入居資格　次の全てに該当する人　
　（既に公営住宅に入居している人や、本人及び同居し
ようとする人に暴力団員がいる人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人（持ち家のある人は申込み
できません）
②市税等の滞納がなく、これまでに市営住宅の明渡し
請求を受けたことがない人
③収入が基準額を超えない人（世帯全員の所得合計額
から控除額を差し引いた金額が、１８９万６,０００
円以下であること）　　

※世帯の状況や障がいの程度に応じて異なります。
④同居の親族がいる人
※単身者で単身可の住宅に申し込む場合は、60歳以上に限り
ます。（法による措置として昭和31年４月１日以前に生ま
れた人は申込み可能）

※障害者手帳を持っている人は、障がいの程度により単身で
の申込みが可能です。

▶申込方法　市役所５階建築住宅課又は各振興局産業
建設課に備付けの申込用紙で申込み

▶公開抽選日　８月26日㈫　午前９時30分～
　市役所７階大会議室又は各振興局

シルバーハウジング
　左記の①～③に加えて、次のいずれかに該当する人
⑤単身の高齢者（60歳以上）、高齢者夫婦（いずれか
が60歳以上）のみの世帯
⑥単身の障がい者又は障がい者のみの世帯、障がい者
とその配偶者のみの世帯
⑦障がい者と高齢者（60歳以上）又は障がい者と高齢
者夫婦（いずれかが60歳以上）のみの世帯

※単身者で、身体上又は精神上著しい障がいがあるため、常
時介護を必要とする人で、在宅介護を受けることができな
い人は申込みできません。

特定公共賃貸住宅（特公賃）
　①、②、④は同じですが、③の収入基準が１８９万
６,０００円以上３１０万８,０００円以下である人

※特定公共賃貸住宅とは、中堅所得者を対象とした定住促進
のための住宅です。

刃連町住宅への申込みを希望する場合
　前記の①、②、④は同じですが、③の収入基準が、
２４０万円以下である人

※刃連町住宅は収入による家賃の違いはなく、１～３階は３
万５,０００円、４・５階は３万１,５００円の一律料金です。

※補欠者は、次回の定期募集に伴う抽選日の前日までに、各
住宅に空室が生じたときに順次入居できます。

※前･中･上津江振興局管内及び刃連町の住宅で、今回の定期
募集以降に空家となった住宅は、随時、申込みを受け付け
ます。

地区
西有田
三花

三芳

竹田

豆田

光岡
朝日

桂林

三芳

住宅名
坂井町
三和

桃山

南元町
元町
丸の内

月隈
朝日ヶ丘

城内

刃連町

空家戸数
１
８
5
－
－
－
－
－
－
１
－
－
2
－
－
－
１
４
３
－
－

摘要

一般・単身可
（３ＤＫ・２ＬＤＫ）
単身可（２ＤＫ）
高齢者向け
身障者向け
再開発
再開発
一般向け
母子向け
高齢者向け

３ＤＫ
２ＤＫ

シルバーハウジング
３ＤＫ
２ＤＫ

車椅子専用
高齢者向け

地区
前津江

中津江

住宅名
星払
出野
坂の下
大野本村

下方
赤石

曽家
鯛生
下切
川辺
向川辺
下筌
栃原
池ノ山

野田

空家戸数
－
－
－
２
－
5
－
－
１
１
－
－
－
－
１
１
１
－
－
－

摘要

特公賃
３ＤＫ

 単身可（２ＤＫ）
特公賃
特公賃

特公賃
単身者特公賃

特公賃

地区
上津江

大山

天瀬

住宅名
広川

都留

葛
小平
小平本
畑中
西雉谷
南雉谷
片仁田

小川原
伝里

ふるや台
戸ノ上

下の釣

空家戸数
－
１
－
－
－
１
－
２
３
１
－
－
１
２
－
－
３
１
－
－

摘要
特公賃

特公賃

特公賃

特公賃

特公賃
特公賃

特公賃

特公賃

▶入居者及び補欠者を募集する住宅
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お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

■
選
挙
の
日
程

・
告
示
日　
７
月
６
日
㈰

・
投
票
日　
７
月
13
日
㈰

※
入
場
券
で
投
票
所
、
投
票
時
間
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

※
立
候
補
届
出
者
数
が
各
選
挙
区
の
定
数
を
超

え
な
い
場
合
は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

・
期
間　
７
月
７
日
㈪
〜
12
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
（
②
・
③

は
午
後
７
時
ま
で
）

・
会
場

①
東
部
・
南
部
・
西
部
選
挙
区

　
市
役
所
７
階
中
会
議
室　

②
津
江
・
大
山
選
挙
区　

　
前
津
江
振
興
局
１
階
会
議
室
、
中
津
江

振
興
局
２
階
会
議
室
、
上
津
江
体
育
館

視
聴
覚
室
、
大
山
振
興
局
１
階
会
議
室

③
天
瀬
選
挙
区　

　
天
瀬
振
興
局
１
階
会
議
室　

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
０
９
（
市
役
所
７
階
）

８
月
１
日
か
ら
公
共
下
水
道

　
　
　

 

供
用
開
始
区
域
が
拡
大

　
８
月
１
日
か
ら
、
水
目
町
で
、
新
た
に

下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
区
域
内
に
建
物
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
建
物
か
ら
排
出
す
る
汚
水
（
台
所
・

浴
室
・
ト
イ
レ
・
洗
濯
等
で
生
じ
る
排

水
）
を
下
水
道
に
流
し
込
む
た
め
の
排
水

設
備
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
工
事
は
、
３
年
以
内
に
着
工
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
、
市
で
定
め
た
排

水
設
備
指
定
工
事
店
（
現
在
53
社
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
供
用
開
始
区
域
内
で
、
ま
だ
排
水
設
備
の
設

置
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

■
関
係
図
面
の
縦
覧

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

・
と
き　
７
月
17
日
㈭
〜
30
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

・
と
こ
ろ　
下
水
道
課
（
市
役
所
５
階
）

　
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示
等
の

請
求
と
処
理
状
況（
平
成
25
年
度
）

　
個
人
情
報
開
示
等
の
請
求
と
は
、
個
人

情
報
の
開
示
請
求
及
び
訂
正
等
（
訂
正
・

削
除
・
目
的
外
利
用
の
停
止
）
請
求
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

公
文
書
の
情
報
公
開
請
求

・
請
求
件
数　
79
件

・
処
理
状
況　
公
開
59
件
、
部
分
公
開
15

件
、
非
公
開
０
件
、
不
存
在
５
件

・
公
開
率　
100
％

※
決
定
通
知
書
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示
等
請
求

・
請
求
件
数　
６
件

・
処
理
状
況

　
開
示
３
件
、
部
分
開
示
３
件

※
個
人
情
報
の
訂
正
等
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

※
部
分
公
開
…
公
文
書
の
一
部
に
非
公
開
情
報

（
個
人
・
法
人
）
が
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
。

公
文
書
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示
等

　
　
　
　
　
　
　
　
の
請
求
手
続
方
法

■
請
求
で
き
る
人

・
情
報
公
開　
ど
な
た
で
も

・
個
人
情
報
開
示
等　
本
人
及
び
市
長
が

定
め
る
代
理
人
等

※
本
人
で
あ
る
こ
と
を
を
証
す
る
書
類
の
提
示

が
必
要
。

■
請
求
方
法　
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
市
役
所
１
階
３
日
以
内
窓

口
で
請
求

※
情
報
公
開
の
請
求
の
み
メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
請
求
で
き
ま
す
。

■
請
求
費
用

・
閲
覧　
無
料

・
写
し
の
交
付　
コ
ピ
ー
（
Ａ
３
サ
イ
ズ

以
下
一
枚
10
円
、
カ
ラ
ー
の
場
合
は
一

枚
50
円
）

※
電
磁
的
記
録
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
な
ど
）
は
種
類
で

異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
料　
自
己
負
担

※
公
文
書
（
個
人
情
報
）
を
公
開
（
開
示
）
で

き
な
い
場
合
は
、
決
定
通
知
書
に
そ
の
理
由

を
記
載
し
ま
す
。

※
決
定
通
知
書
の
内
容
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

不
服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

不
審
電
話
に
ご
注
意

　
「
保
険
税
の
還
付
が
あ
り
ま
す
の
で
金

融
機
関
の
口
座
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」「
国

民
年
金
の
支
払
確
認
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
」

「
臨
時
福
祉
給
付
金
の
関
係
で
65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
方
に
連
絡
を
し
て
い
ま

す
」
な
ど
、
市
の
職
員
や
国
税
庁
、
警
察

官
を
名
の
る
不
審
な
電
話
が
掛
か
る
事
案

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
公
的

機
関
か
ら
こ
の
よ
う
な
電
話
を
掛
け
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
怪
し
い
電
話
に
は
、
一
切
答
え
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
不
審
と
思
っ
た

ら
、
折
り
返
し
電
話
を
す
る
か
、
各
関
係

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

身
近
な
人
の
気
配
り
が
大
切
で
す
。

■
消
費
生
活
相
談
窓
口　
☎
㉒
９
３
９
３

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
２
階
）

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

　
バ
ス
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
バ
ス
を
降
り
る
際
は
、
バ
ス
が
完
全

に
停
止
し
て
か
ら
席
を
立
ち
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
走
行
中
は
、
や
む
を
得
ず
急
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

立
っ
て
乗
車
す
る
場
合
は
、
つ
り
革
や
握

り
棒
に
し
っ
か
り
と
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
㈳
大
分
県
バ
ス
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
５
８
‐
３
９
４
６

　
地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

日
田
市
で
は
、
地
域
の
お
祭
り
の
備
品

購
入
な
ど
で
宝
く
じ
の
助
成
金
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
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保
健
・
福
祉

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

７
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

生
活
機
能
調
査
を
行
い
ま
す

　
心
身
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
７
月
２
日

以
降
に
調
査
票
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

要
介
護
及
び
要
支
援
の
認
定
者
を
除

く
、
全
て
の
65
歳
以
上
の
人　
　
　

■
実
施
地
区

　

隈
庄
手
、
竹
田
、
田
島
、
三
花
、
小

野
、
大
鶴
、
夜
明
、
高
瀬
、
西
有
田
、

東
有
田
、
前
津
江
、
中
津
江
、
上
津

江
、
大
山
（
２
年
間
で
全
地
区
に
実
施
）

■
提
出
期
限　
７
月
31
日
㈭

※
必
要
に
応
じ
て
、
担
当
圏
域
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、
結
果
説
明
や

介
護
予
防
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ　
７
月
11
日
㈮

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
済
生
会
日
田
病
院

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃
薬
を
除
く
）

を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

　
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局
（
健

康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０ (

ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

サ
マ
ー
学
童
保
育
希
望
者
募
集

■
と
き　
７
月
22
日
㈫
〜
８
月
23
日
㈯　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
日
曜
日
及
び

お
盆
は
除
く
）

※
ひ
た
っ
子
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
午
後
７
時

ま
で
。

■
費
用　
１
万
５
０
０
０
円
程
度

　
（
別
途
保
険
料
が
必
要
）

■
利
用
施
設

・
あ
さ
ひ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
☎
０
８
０
‐
１
７
９
５
‐
５
２
０
３

・
ひ
た
っ
子
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
☎
０
９
０
‐
９
７
２
４
‐
８
１
０
９

・
と
う
け
い
児
童
ク
ラ
ブ

　
☎
０
８
０
‐
２
７
４
０
‐
８
９
９
５

※
希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
平
日
は
午
後
２
時
30
分
〜

６
時
、
土
曜
日
は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

■
申
込
期
限　
７
月
10
日
㈭

※
弁
当
と
水
筒
は
、
毎
日
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
指
導
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

又
は
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
等
を
希
望
す
る
人
は
、

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
・
印

鑑
（
認
印
）
を
持
参
し
、
年
金
事
務
所
又

は
健
康
保
険
課
、
各
振
興
局
の
窓
口
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
除
・
猶
予
期
間

　
７
月
〜
平
成
27
年
６
月

■
資
格　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以

下
で
あ
る
こ
と

※
失
業
・
退
職
が
理
由
で
免
除
を
希
望
す
る
人

は
、
離
職
票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
間
は
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

障
害
基
礎
年
金
の
所
得
状
況
届

　
　
　

 

７
月
末
ま
で
に
提
出
を

　
20
歳
前
の
疾
病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

を
引
き
続
き
受
給
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
７
月
上
旬
に
国

民
年
金
受
給
権
者
所
得
状
況
届
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
け

る
資
格
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
の
で
、
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
が
な
い
と
き
は
年
金
の
受

給
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限　
７
月
31
日
㈭

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
実
務
研
修
受
講
試
験

■
試
験
日　
10
月
26
日
㈰

■
試
験
会
場　
日
田
総
合
庁
舎
（
予
定
）

■
手
数
料　
８
５
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
、
西
部
保
健
所
又
は
市
役
所
１

階
長
寿
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
７
月
23
日
㈬

※
詳
細
は
、
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w
w
.pref.oita.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３　

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

夏
休
み
工
作
教
室
（
陶
芸
）

　
ろ
く
ろ
を
使
わ
ず
に
、
日
々
の
食
器
や

季
節
の
人
形
を
作
り
ま
す
。

■
と
き　
７
月
31
日
㈭　
午
前
10
時
〜
正
午

　
（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　
１
２
０
０
円

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
㉖
３
２
１
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

募
集
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初
心
者
弓
道
教
室
受
講
者
募
集

■
と
き

　
８
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
毎
週

火
・
金
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ

　
弓
道
場
（
大
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
）

■
受
講
料

　
５
０
０
０
円
（
教
材
・
保
険
料
込
み
）

※
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
を
記
入
の
上
、
左
記
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
〒
８
７
７
‐
１
２
４
３

　
鈴
連
町
１
１
６
９
野
田
方

　
日
田
市
弓
道
連
盟
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
７
‐
０
７
２
４（
野
田
）

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

親
子
ふ
れ
あ
い
ナ
イ
タ
ー
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

■
と
き

　
８
月
２
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

・
集
合
時
間　
午
後
５
時
30
分

・
競
技
開
始　
午
後
６
時

■
と
こ
ろ

　
中
城
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
チ
ー
ム
構
成　
１
チ
ー
ム
４
人

※
必
ず
高
校
生
以
下
の
子
供
を
一
人
以
上
含
む

こ
と
。
ま
た
、
複
数
の
家
族
で
の
参
加
も
可

能
で
す
。

■
参
加
費　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

■
募
集
数　
24
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

※
下
記
又
は
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
７
月
28
日
㈪

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　
　
　

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

第
62
回
大
分
県
統
計
グ
ラ
フ

　
　
　

 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
応
募
資
格

　
大
分
県
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人

■
応
募
課
題

　
課
題
は
自
由
。
た
だ
し
小
学
校
４
年
生

以
下
の
児
童
は
、
児
童
自
ら
観
察
又
は

調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

■
作
品
の
規
格
等

・
規
格

　
72
・
８
㎝
×
51
・
５
㎝
（
Ｂ
２
判
）

・
紙
質
・
色
彩

　
自
由
（
パ
ソ
コ
ン
使
用
可
）

■
提
出
期
限　
９
月
１
日
㈪

　
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

し
い
た
け
栽
培
研
修
生
募
集

①
栽
培
基
礎
研
修
（
し
い
た
け
栽
培
の
基

礎
を
学
ぶ
研
修
）

■
開
講
日　
９
月
７
日
㈰
（
予
定
）

　
９
月
か
ら
３
月
ま
で
の
日
曜
日（
全
４
回
）

■
研
修
場
所

　
農
林
水
産
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
（
豊
後

大
野
市
三
重
町
）

■
募
集
数　
40
人

②
生
産
現
場
通
型
研
修
（
優
良
生
産
者
の

生
産
現
場
に
通
い
、
生
産
者
か
ら
直

接
、
技
術
指
導
を
受
け
る
実
践
研
修
）

■
研
修
日
程

　
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
最
大
12
日
間

■
研
修
場
所　
研
修
生
近
隣
の
生
産
現
場

■
募
集
数　
７
人

<

①
②
共
通>

※
受
講
申
込
書
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
又
は

市
役
所
３
階
林
業
振
興
課
、
各
振
興
局
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
（
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

■
申
込
期
限　
７
月
31
日
㈭

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
研
修
場
所
ま
で
の

交
通
費
等
は
自
己
負
担
で
す
。

　
大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　
☎
㉒
２
５
８
５

た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校

　
地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生
し
、
た

け
の
こ
の
生
産
な
ど
有
効
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
研
修
を
行
い

ま
す
。

■
研
修
日　
９
月
下
旬
、
３
月
上
旬
、
３

月
下
旬
（
全
３
回
を
予
定
）

■
研
修
場
所　
大
分
県
日
出
町
、
福
岡
県

八
女
市
立
花
町

※
内
容
、
場
所
、
研
修
日
は
講
師
の
都
合
や
天

候
等
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

研
修
は
現
地
集
合
で
す
。

■
募
集
数　
50
人
（
選
考
）

※
受
講
申
込
書
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
又
は

市
役
所
３
階
林
業
振
興
課
、
各
振
興
局
、
大

分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.

　
oita.jp

）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
７
月
31
日
㈭

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
研
修
場
所
ま
で
の

交
通
費
等
は
自
己
負
担
で
す
。

　
大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　
☎
㉒
２
５
８
５

第
１
回
椿
ヶ
鼻

　

 

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会

　
全
長
13
・
４
km（
平
均
斜
度
５
・
４
％
）

の
登
り
坂
を
、
競
技
用
自
転
車
（
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
等
）
で
一
気
に
駆
け
上
が
る
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
10
月
12
日
㈰

　
開
会
式　
午
前
８
時
〜

■
と
こ
ろ

　
旧
大
山
小
学
校
（
受
付
・
開
会
式
）

■
コ
ー
ス　
西
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
前
〜
椿

ヶ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

■
参
加
費　
一
般
６
０
０
０
円
、
中
学
・

高
校
生
４
０
０
０
円

※
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ン
ト
リ

ー
サ
イ
ト
（https://jtbsports.jp/

）
又

は
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト
（http://

　

w
w
w
.sportsentry.ne.jp/

）
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
９
月
10
日
㈬

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　
大
会
の
受
付
、
走
路
監
察
員
等
を
行
う

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

当
日
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
大
会
運

営
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

※
大
会
前
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
左
記
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

が
っ
こ
う
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平
成
26
年
度
自
衛
官
募
集

航
空
学
生
・
一
般
曹
・
自
衛
官
候
補
生

■
対
象
・
試
験
日
・
会
場

・
航
空
学
生

　
高
校
卒
業
者
（
見
込
み
を
含
む
）
で
21

歳
未
満
の
人

　
９
月
23
日
㈫

　
大
分
商
工
会
議
所

・
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
９
月
20
日
㈯

　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

・
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
、

女
子
）
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

　
男
子　
９
月
20
日
㈯

　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

　
９
月
24
日
㈬
〜
10
月
１
日
㈬

　
別
府
駐
屯
地
（
別
府
市
）

　
女
子　
９
月
20
日
㈯

　
大
分
県
中
小
企
業
会
館
（
大
分
市
）

　
９
月
27
日
㈯

　
別
府
駐
屯
地
・
別
府
病
院
（
別
府
市
）

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈮
〜
９
月
９
日
㈫

　
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
速
報
展

新
た
な
日
田
の
歴
史
こ
こ
に
あ
り

　
平
成
25
年
度
に
日
田
市
が
行
っ
た
発
掘

調
査
の
成
果
を
写
真
や
パ
ネ
ル
と
併
せ
て

展
示
し
ま
す
。

■
と
き　
７
月
14
日
㈪
〜
８
月
29
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
。
（
８
月
３
日

は
開
館
）

■
と
こ
ろ

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
展
示
室

■
入
館
料　
無
料

■
内
容　
出
口
遺
跡
、
君
迫
遺
跡
、
慈
眼

山
遺
跡
11
次
、
小
迫
辻
原
遺
跡
、
井
川

遺
跡
、
会
所
宮
遺
跡
２
次
、
銭
渕
遺
跡
、

元
宮
遺
跡
、
旧
大
山
ふ
る
さ
と
資
料
館

所
蔵
考
古
遺
物

勾
玉
作
り
体
験
教
室

　
古
代
か
ら
装
飾
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
「
勾
玉
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　
８
月
３
日
㈰

　
①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２
階
講
座
室

■
対
象　
小
学
生
以
上

■
参
加
費　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

■
募
集
数　
各
30
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
子
申
請
有
り
）

■
申
込
期
限　
７
月
15
日
㈫

※
７
月
７
日
〜
11
日
、
９
月
１
日
〜
５
日
は
展

示
品
入
替
え
の
た
め
展
示
室
を
閉
館
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係
（
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉔
７
１
７
１

平
成
26
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人
で
西

部
振
興
局
管
内
に
所
在
地
を
有
す
る
人
が

対
象
で
す
。

■
試
験
日

①
第
１
・
２
種
銃
猟　
８
月
16
日
㈯

②
網
猟
・
わ
な
猟　
　
８
月
17
日
㈰

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

■
試
験
会
場

　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

■
受
験
料　
５
２
０
０
円
（
既
に
狩
猟
免

許
を
お
持
ち
で
、
他
の
狩
猟
免
許
を
受

験
す
る
人
は
３
９
０
０
円
）

※
詳
細
は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

　
７
月
22
日
㈫
〜
８
月
５
日
㈫

平
成
26
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

■
講
習
日
・
会
場

①
わ
な
猟　
７
月
19
日
㈯

　
大
分
県
林
業
会
館
（
大
分
市
）

②
第
１
・
２
種
銃
猟　
７
月
26
日
㈯
・
27

日
㈰　
大
分
県
猟
友
会
（
大
分
市
）

③
わ
な
猟　
８
月
３
日
㈰　

　
中
央
公
民
館

■
受
験
料　
わ
な
猟　
８
０
０
０
円

　
第
１
・
２
種
銃
猟　
１
万
２
０
０
０
円

　
わ
な
猟
＋
第
１
・
２
種
銃
猟　
２
万
円

■
受
付
期
間

　
①
②
７
月
１
日
㈫
〜
11
日
㈮
③
７
月
15

日
㈫
〜
29
日
㈫

■
受
付
場
所

　
日
田
市
猟
友
会

　
（
古
賀
正
夫
行
政
書
士
事
務
所
内
）

　
☎
㉓
４
０
６
４

平
成
26
年
度
狩
猟
免
許
更
新

■
対
象　
平
成
23
年
度
に
狩
猟
免
許
を
取

得
若
し
く
は
更
新
し
た
人

■
種
別

　
第
１
・
２
種
銃
猟
、
網
猟
、
わ
な
猟

■
更
新
日
・
会
場

①
９
月
５
日
㈮　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
玖
珠
総
合
庁
舎
３
階
大
会
議
室
（
玖
珠

町
）

②
９
月
８
日
㈪　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

日
田
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

※
①
・
②
ど
ち
ら
か
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
更
新
手
数
料　
２
９
０
０
円

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
８
月
４
日
㈪
〜
15
日
㈮

　
大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部　

　
☎
㉒
２
５
８
５

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
ひ
た
６
月
15
号
の
中
で
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
４
ペ
ー
ジ
日
田
川
開
き
観
光
祭
２
０
１
４

写
真
の
説
明

誤　
13
日
田
市
舞
踊
連
盟

　
　
14
認
定
こ
ど
も
園
三
隈
幼
稚
園

正　
13
認
定
こ
ど
も
園
三
隈
幼
稚
園

　
　
14
日
田
市
舞
踊
連
盟

　
情
報
統
計
課
行
政
情
報
発
信
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

試
験
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

ま
が

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。
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こころちゃん

消
費
生
活
専
門
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
資
格
取
得
試
験

　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
と
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
等
で
消
費
生
活
相
談
に
応
じ

る
た
め
に
必
要
な
一
定
水
準
以
上
の
知
識

と
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
、

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
認

定
す
る
資
格
で
す
。
年
齢
・
性
別
・
学
歴

等
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

■
第
一
次
試
験
日　
９
月
27
日
㈯

■
申
込
期
限　
８
月
４
日
㈪

※
詳
細
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kokusen.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

　
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
３
‐
３
４
４
３
‐
７
８
５
５

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
合
同
鑑
賞
例
会

　
た
か
は
し
べ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
「
ポ
ケ
ッ

ト
い
っ
ぱ
い
の
歌
と
お
話
」
を
開
催
し
ま

す
。
会
員
は
無
料
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

※
当
日
入
会
で
き
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
７
月
12
日
㈯　
午
後
７
時
開
演
（
午
後

６
時
45
分
開
場
） 

ル
ー
テ
ル
こ
ど
も
園

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

　
☎
㉓
０
１
９
１
（
月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

第
20
回
平
和
の
つ
ど
い

　
慰
霊
塔
へ
の
献
花
、
折
り
鶴
贈
呈
、
小
学

生
の
平
和
の
作
文
朗
読
、
戦
争
体
験
者
の
お

話
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
７
月
21
日
㈷　
午
前
10
時
〜

　
慰
霊
塔
（
中
央
公
園
横
）
、
パ
ト
リ
ア

日
田
ス
タ
ジ
オ
１

　
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

　
☎
㉓
０
１
０
６

第
２
回
ひ
た
・
か
ぶ
と
む
し
す
も
う
大
会

　
相
撲
、
綱
渡
り
、
木
登
り
の
３
番
勝
負

で
す
。
１
位
か
ら
３
位
ま
で
の
入
賞
者
に

は
メ
ダ
ル
と
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
７
月
27
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
予
定
）

　
小
山
多
目
的
交
流
館
（
小
山
町
）

□
参
加
資
格　
小
学
生
以
下

□
参
加
費

　
３
０
０
円
（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
付
き
）

□
募
集
数　
80
人
（
先
着
順
）

※
か
ぶ
と
虫
は
持
参
（
日
本
か
ぶ
と
虫
の
み
）

又
は
会
場
で
購
入
（
２
０
０
円
）
し
て
く
だ

さ
い
。

※
学
校
名
・
名
前
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
７
月
15
日
㈫

　
小
山
町
か
ぶ
と
む
し
す
も
う
大
会
実
行

委
員
会

　
☎
０
９
０
‐
１
９
７
１
‐
６
４
６
１（
堀
田
）

　
　
㉒
５
８
９
２

　
　

yo-happa@
hita-net.jp

親
と
子
の
つ
ど
い
参
加
者
募
集

　
母
子
・
父
子
家
庭
を
対
象
に
、
海
の
中

道
海
浜
公
園
に
行
き
ま
す
。

□
と
き
・
集
合
場
所

　
８
月
10
日
㈰　
午
前
８
時

　
市
役
所
北
側
駐
車
場

□
参
加
費　
大
人
の
み
１
０
０
０
円

※
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
７
月
20
日
㈰

　
母
子
寡
婦
福
祉
会
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
３
３
２
１
‐
７
３
６
１（
石
井
）

人権コラム　　心、豊かに

つなげよう、絵本の「力」

　幼い頃、絵と言葉のコラボレーショ
ンによる物語の展開に胸を躍らせペー
ジをめくった絵本。両親や先生に読ん
でもらった絵本。記憶は時とともに薄
れていきますが、成長に大きな影響を
与えた絵本の「力」がかすむことはあ
りません。
　ニュージーランドに生まれたクシュ
ラという女の子に起こった奇跡は、絵
本の不思議な力が引き起こしました。
クシュラは複雑な障がいを抱えて生まれ、
３歳になるまで物を握れず、視力も極
度に弱いなど、医師から平均よりかな
り発達が遅れていると診断されます。
あらゆる治療を続け、クシュラの状態
の好転を願う両親は、彼女が興味を示
した絵本を生後４か月から一日に10冊
以上読み聞かせ続けます―。すると５
歳になる頃には彼女の知能は平均より
はるかに高くなり、本が読めるほどの
視力が備わるなど誰もが驚く成長を遂
げます。
　絵本の「読み聞かせ」は、読み手と
聞き手が存在し、絵本という喜びの世
界を分かち合い共有することに意義が
あるとされています。また、子供の場合、
大脳辺縁系（喜怒哀楽を生み出し、そ
の感情に基づいて基本的な行動を決め
る部分）が特に活発に働くため、自分
の気持ちを踏まえて相手の気持ちを考
えることができるようになります。
　絵本に触れる機会をつくり、絵本が
持つ潜在的な「力」を共感することは、
社会のつながりを深める役割を果たし
ます。日田市でも、学校などに出向き
絵本の読み聞かせを続けているグループ、
また絵本で癒しや心の浄化を追求し、
大人のためのワークショップを実践す
るグループなどが、絵本の「力」を見
事に引き出しています。そして、その
周りには必ず笑顔が広がっています。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報


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皆さんと一緒に住みやすいまちをつくります

あなたのまちの地域包括支援センター
　地域包括支援センタ―とは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で健康に安心して暮らしていける
ように、介護、福祉、保健、医療など、様々な面から支えるための相談窓口です。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

　
　
　
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
窓
口
で
す

　
「
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
？
」
「
介

護
保
険
を
利
用
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？
」
「
物
忘
れ
が
心
配
…
」

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
お
宅
を
訪
問
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
を
把
握
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

　

「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
つ
ま
づ
き
や

す
く
な
っ
た
」
「
介
護
予
防
っ
て
何
を
し

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

　
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

人
の
生
活
機
能
の
低
下
を
早
め
に
発
見
し
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
質
の
高
い
生
活
が
送

れ
る
よ
う
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

様
々
な
角
度
か
ら
皆
さ
ん
を
支
え
ま
す

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
心
身
の
状
態
や
そ

の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

途
切
れ
る
こ
と
な
く
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
医
療
機
関
な
ど
と
連
絡
・

調
整
を
行
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
皆
さ

ん
の
日
常
業
務
を
支
援
し
ま
す
。

権
利
や
財
産
を
守
り
ま
す

　
「
将
来
の
お
金
の
管
理
が
心
配
」
「
虐

待
に
遭
っ
て
い
る
高
齢
者
が
い
る
」
「
悪

質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に
遭
っ
た
」

　
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
、
悪
質
な
訪
問

販
売
等
に
よ
る
消
費
者
被
害
の
防
止
、
成

年
後
見
制
度
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

「
み
ま
も
り
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
や
医
療
・
福
祉
関
係
団
体
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
問
題
や
異
変
を
早
期
に
発
見
し
、
見

守
り
や
支
援
を
行
う
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

介護保険の
使い方を知りたい 介護予防のため

に、健康づくり
を考えたい

家に閉じ籠もりがち
になってきて、
なんとなく心配

物忘れや認知
症が気になり
始めた

家族や身内などに介護
の必要があるが、誰に
相談したらいいか、
分からない

78歳　Ａさん　一人暮らしの女性
　Ａさんは、脳梗塞のため自宅で倒れているところ
を訪ねてきた人に発見され入院しました。今は治療
も終わり、専門病院でリハビリを頑張っているとこ
ろです。
　Ａさんは麻痺が残っている身体で一人暮らしがで
きるか心配になり、病院の医療相談員に相談したと
ころ、地域包括支援センターを紹介され、センター
の職員から介護保険制度によるサービス利用の説明
を受け、認定申請の手続を行いました。

中央地域包括支援センター
＜隈庄手・竹田・田島・豆田＞

中ノ島町685‐16
☎㉓２５５２

西部地域包括支援センター
＜光岡・三花・小野・朝日・大鶴・夜明＞

日ノ出町156
☎㉖００３６

南部地域包括支援センター
＜前津江・中津江・上津江・天瀬・大山＞

天瀬町桜竹1115‐87
☎９０１２

東部地域包括支援センター
＜三芳・高瀬・西有田・東有田・五和＞

石井町１丁目271‐2
☎㉒０２４８
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私たちができることは、食べ物を残さず食べること、
注文して残った場合には持って帰ることです。

・相談件数
　平成21年度　113件
　平成22年度　113件
　平成23年度　152件
　平成24年度　172件
　平成25年度　180件

・平成25年度に多かった相談内容
　１：解約問題
　２：不当請求・架空請求
　３：送り付け商法（健康食品）
　４：通信販売
　５：未公開株等の投資関連

持ち帰りは
自己責任

日田市の消費生活相談実績

　市民活動推進課生活安全・消費生活係
　☎㉒９３９３（市役所２階）

消費生活に関する相談はこちらへ

Q2. ドギーバッグをご存知ですか？
　ドギーバッグとは、外食した際に食べ切れなかった料理を持ち帰る
ための容器のことです。                                     
　日本の残飯廃棄量は世界一という現状の解決策として、日本でも昨
年秋頃から注目を集めているところです。
※ただし、日本の飲食店では、食中毒の心配もあり、お店側が持ち帰りを禁
止しているところもあるようです。

　消費者を取り巻く社会は大きく変化しています。日田市での消費
生活相談も複雑化・巧妙化し、下記の通り年々増加しています。

　市では平成23年度から専任の相談員を配置
し、より高度な相談にも対応できるような相
談体制をとっています。
　今後も継続して、消費者被害を未然に防ぐ
ための啓発活動の推進、相談体制の充実を図
り、安心安全なくらし・消費者行政の推進に
取り組みます。  

Q1. 食品ロスについての取組で効果的だと思うことは？（複数回答可）

外食時残したものを持ち帰れるようにする
賞味期限以降もすぐに捨てずに五感で判断する

残さず食べる
調理の際作り過ぎない

冷蔵庫等の在庫チェック
買い過ぎない

142
238
241
287

342
422

よく知っている
６％

聞いたことはある
17％

初めて聞いた
77％

消費生活アンケート調査結果
　「食品ロス」という言葉を知っていますか。 食品ロスとは、食べられるのに
捨てられてしまう食材や料理のことをいいます。
　日本では、食品ロスが年間500万トン～800万トンといわれています。これを
日本人一人当たりに換算すると、毎日おにぎり約１～２個分を捨てていること
になります。
　市では、市内に住んでいる一般消費者500人を対象に「食に関するアンケート」
を実施しました。回答結果を見ながら、一人ひとりができること、廃棄食品を
減らすために、考えてみませんか？

調査期間
平成25年12月10日～
平成26年１月15日
調査方法　調査員が配布。
回収率100％
※結果の詳細は、市ホーム
　ページに掲載しています。
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　発電所のトラブル等、不測の事態によって、需給ひっ迫（予備率
３％未満）が予想される場合には、「電力需給ひっ迫警報」を発令
し、緊急の節電をお願いする場合があります。緊急節電の内容は、
報道機関等を通じて家庭・企業に通知されます。
　また、あらかじめ「緊急時の節電ご協力お願いメール」に登録
すると、需給ひっ迫のお知らせなどが携帯電話等に通知されます。

「緊急時の節電ご協力お願いメール」への登録
電力需給のひっ迫が予想される場合に、携帯電話・スマートフォ
ンなどにメールでお知らせします。是非、登録をお願いします。
・携帯電話版ホームページ
　http://kyuden.jp/にアクセスしてください。
・パソコン版ホームページ（スマートフォンからも登録できます）
　http://www.kyuden.co.jp/em_mail.htmlにアクセスしてください。

　九州電力㈱日田営業所
　０１２０-９８６-５０２
　環境課企画推進係
　☎㉒８３５７（市役所２階）

エアコン

テレビ

ジャー炊飯器

・室温28℃を心掛ける。
・ “すだれ” や “よしず” などで窓
からの日差しを和らげる。
・無理のない範囲でエアコンを消
し、扇風機を使用する。

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオ
フは電力の増加になる場合があるた
め注意が必要です。

省エネモードに設定し、画面の
輝度を下げ、必要なとき以外は
消す。

早朝にタイマー機能で１日分ま
とめて炊いて、冷蔵庫や冷凍庫
に保存する。

需給ひっ迫予想時の、より一層の節電のお願い 節電メニュー

照明冷蔵庫

温水洗浄便座待機電力

▶５％削減▶２％削減

▶１％削減▶２％削減

設定を「中」にして扉の
開閉時間を減らし、食品
を詰め込み過ぎないよう
にする。

リモコンの電源ではなく、
本体の主電源を切る。長
時間使わない機器はコン
セントからプラグを抜く。

温水のオフ機能、タイマ
ー節電機能を利用する。

日中の不要な照明を消す。

節
電
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

　
国
は
、
「
２
０
１
４
年
度
夏
季
の
電
力
需
給
対
策
」
を
決
定
し
、
生
活
に
無
理
の
な
い
範
囲

で
の
節
電
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

■
節
電
の
期
間

　
７
月
１
日
㈫
〜
９
月
30
日
㈫
（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
、
特
に
午
後
１
時
〜
５
時
）

※

８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
を
除
く
。
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まちの話題

小梅の季節になりました
　大山町で小梅の出荷に合わせ、5月20日に大分大
山町農協選果場で目合わせ会が行われた。同農協梅
部会（矢羽田九二夫部会長、198人）では、梅の種
類ごとに実のサイズや収穫の時期などを統一し品質
の向上に努めており、この日は収穫時の注意点や等
級の目安などを確認した。今年は大小合わせて270
トンの出荷を見込んでいる。

市民の生活を潤す水路
　6月11日、小ケ瀬井路の見学路完成を祝う除幕式
が、田島町で行われた。小ケ瀬井路は、廣瀬淡窓の
弟の廣瀬久兵衛たちが7年の歳月をかけ天保2年
（1831）に開通したかんがい水路。現在では、農
業用水だけでなく町並みの景観形成や防火用水など
多面的な機能を持つ。
　式典では、除幕式実行委員長の髙倉淳田島町自治
会長が「自慢できる施設ができた。たくさんの子供
たちに学んでもらいたい」と挨拶。式には廣瀬久兵
衛の子孫にあたる広瀬勝貞県知事も駆け付け、関係
者に感謝の意を述べた。
　見学路は大分県と日田市土地改良区による事業で
作られたもの。水路が「ずい道」を抜け出た場所に
あり、堀貫口を直に見学することができる。また、
見学路の脇には水路の解説板が設置されている。

オリンピックを目指す選手に
　オリンピックでメダル獲得を目指す強化選手「メ
ダルポテンシャルアスリート」に、日田林工高校１
年生の大門千紗さんが認定され、５月29日、教育庁
で報告を行った。日本ボート協会が行ったテストで
ボートの才能を見い出された大門さん。合原多賀雄
教育長は、「東京オリンピックのメダルを目指して、
頑張ってほしい」と激励した。
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おいしい水ができるまで
　６月１日から７日までの水道週間に合わせ、上野
町にある上野浄水場では施設の一般公開が行われた。
ふだん自分たちが口にしている水はどうやってでき
ているのか…。施設案内に参加した小学生たちは、
川からくみ上げた水が滅菌やろ過といった様々な処
理をして水道水になっていく過程を、興味深そうに
見ていた。

チョットの“てご”で助け合い
　安心して快適に暮らせる地域を作るために昨年発
足した「ＮＰＯつえ絆くらぶ」が、６月15日、「チ
ョイてご祭り」を開催した。参加者はグループに分
かれて津江地域の75歳以上の高齢者世帯を訪問し、
草むしりや窓拭きなどを行った。雨どいの修繕や庭
木のせん定を依頼した相垣ケサ美さんは、「とても助
かりました。ありがとう」と笑顔を浮かべていた。

歯の健康を考えよう
　６月４日から10日までの「歯と口の健康週間」に
ちなみ、６月８日、無料歯科検診・相談会がパトリ
ア日田で行われ、約240人が訪れた。来場者は、口
の中のチェックやフッ素塗布などを受け、医師のア
ドバイスに熱心に耳を傾けていた。同日は高齢者と
親子を対象にした「よい歯のコンクール」も行わ
れ、受賞者に賞状と記念品が贈られた。

災害に備えて防災訓練
　梅雨入り直前の６月１日、五和地区では地域総出
の自主防災訓練が、五和地区自主防災組織協議会と
市との共催で実施された。陸上自衛隊玖珠駐屯地の
輸送車による避難住民の輸送のほか、土のうの作り
方と積み方の説明などに地域住民は熱心に聞き入っ
ていた。また、この訓練では消火器による消火訓練
も行われ、初期対応の大事さも体験できた。
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日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ

今日から始める防災対策⑦ [問合せ]防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

梅雨末期に備えて
　去る６月２日に、昨年より６日遅く九州北部地方が梅
雨入りし、約１か月が過ぎました。
　平成24年７月、日田市内は大水害（平成24年７月九
州北部豪雨）により、甚大な被害を受けましたが、今年
も梅雨の末期を迎えようとしています。
　７月上旬は例年、雨量の多い時期であり、特に今年は
梅雨明けが遅くなることが予想されています。
　最新の３か月予報によると、７月は梅雨前線の影響を
受けやすく、降水量は平年並か又は多い見込みです。
　梅雨前線の動向によっては、短時間で集中的に大雨が
降ることも考えられますので、最新の気象情報などに留

意してください。
　また、雨が降り続
いて、土砂崩れなど
の危険を少しでも感
じたり、家屋が浸水
するおそれがある場
合には、早めに安全
な場所に避難するこ
とが大事です。
　早めの「備え」を心掛けてください。

　
夏
の
厄
除
け
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
、
日
田
祇
園
祭
。

今
年
は
山
鉾
創
設
３
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　
江
戸
時
代
末
期
に
は
、
高
さ
20
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山

鉾
も
あ
り
、
当
時
の
商
人
た
ち
が
財
を
競
っ
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
山
鉾
は
、
「
高
い
山
鉾
を
復
活
さ
せ
よ
う
」
と
平

成
２
年
に
完
成
し
、
以
来
日
田
祇
園
祭
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
頓
宮
正
敏
さ
ん
は
、
平
成
山
鉾
の
会
長
を
務
め
て
６
年

目
。
会
長
に
就
任
し
た
と
き
は
、
曳
き
手
が
少
な
く
、
山

鉾
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
動
か
な

い
山
鉾
の
会
長
に
は
な
り
た
く
な
い
」
と
、
翌
年
に
Ｊ
Ｒ

日
田
駅
前
に
飾
り
、
集
団
顔
見
世
で
巡
行
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
は
隈
・
竹
田
の
４
町
で
晩
山
を
曳
き
、

土
曜
日
の
夜
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

山
鉾
に
は
、
綱
を
曳
く
人
、
後
ろ
か
ら
山
鉾
を
押
す

人
、
山
鉾
を
担
ぎ
、
方
向
を
変
え
る
棒
鼻
、
棒
鼻
に
声
を

掛
け
る
綱
元
、
全
体
を
把
握
し
、
綱
元
に
指
示
を
す
る
押

え
な
ど
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
経
験
を

踏
ま
え
て
少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
も
の
。

頓
宮
さ
ん
は
「
幼
い
と
き
は
辛
く
て
き
つ
い
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
綱
、
後
ろ
押
し
を
経
て
、
高
校
生
く
ら
い
の
と

き
に
始
め
て
棒
鼻
を
任
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
祇
園
が
楽
し

み
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
各
町
の
山
鉾
の
飾
り
や
人
形
の
見
せ
方
、
晩
山
の
ち
ょ

う
ち
ん
な
ど
も
祇
園
の
魅
力
。
「
平
成
山
鉾
は
均
整
が
取

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
体
の
人
形
を
魅
せ
る
た
め
、
ち

ょ
う
ち
ん
を
少
な
め
に
し
て
い
ま
す
」
と
頓
宮
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

　
昨
年
、
山
鉾
の
大
黒
柱
で
あ
る
四
本
柱
、
ち
ょ
う
ち
ん

な
ど
を
新
調
し
、
今
年
は
法
被
が
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
年
々
、
曳
き
手
が
減
少
し
て
い
く
中
、
中
学
校
、
高
校

に
声
を
掛
け
て
、
日
田
祇
園
の
伝
統
を
維
持
し
続
け
て
い

る
頓
宮
さ
ん
た
ち
。
高
校
の
と
き
に
山
鉾
を
曳
い
た
卒
業

生
が
、
祇
園
を
楽
し
み
に
夏
に
帰
省
し
て
曳
く
こ
と
も
あ

る
の
だ
と
か
。
「
こ
れ
か
ら
地
元
の
人
間
が
増
え
る
こ
と

は
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
日
田
市
内
全
体
に
声
を
掛

け
て
い
き
な
が
ら
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。

　
「
上
手
く
表
現
で
き
な
い
け
れ
ど
、
大
勢
の
観
客
の
中

で
汗
を
か
い
て
、
声
を
出
し
て
〝
男
く
さ
く
〞
祭
り
が
盛

り
上
が
っ
て
い
く
雰
囲
気
が
い
い
」
と
祇
園
の
魅
力
を
語

る
頓
宮
さ
ん
。
伝
統
を
守
り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
男
衆
た
ち

が
、
今
年
も
日
田
の
熱
い
夏
を
盛
り
上
げ
る
で
し
ょ
う
。

日
田
市
全
体
で
日
田
祇
園
の
伝
統
を
守
り
た
い

頓宮正敏さん（大和町）

ひ
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒2497　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
鳥
の
模
型
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
作
っ
た
の

は
ペ
リ
カ
ン
で
す
。
必
要
な
も

の
は
、
カ
ッ
タ
ー
、
カ
ッ
タ
ー

マ
ッ
ト
、
定
規
、
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、

ボ
ン
ド
、
鉛
筆
、
コ
ン
パ
ス
、

そ
し
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
す
。

　
ま
ず
、
図
面
を
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
に
写
し
取
り
ま
す
。

次
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
ト
レ
ー
シ

ン
グ
ペ
ー
パ
ー
の
間
に
カ
ー
ボ

ン
紙
を
挟
ん
で
、
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
の
図
面
を
な
ぞ
っ

て
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
写
し
て
い
き

ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
写
し
取

ら
れ
た
図
面
の
線
に
合
わ
せ
て

カ
ッ
タ
ー
で
切
り
取
り
ま
す
。

多
少
力
が
要
り
ま
す
の
で
け
が

な
ど
し
な
い
よ
う
に
注
意
が
必

要
で
す
。
後
は
切
り
取
っ
た
部

品
を
図
面
の
と
お
り
に
貼
り
合

わ
せ
て
、
写
真
の
よ
う
に
完
成

で
す
。

　
我
な
が
ら
良
く
で
き
た
な
と

思
い
ま
す
。
ペ
リ
カ
ン
と
ペ
ン

ギ
ン
は
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー

で
皆
さ
ん
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

お
越
し
の
際
は
手
に
取
っ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、

他
に
「
古
代
動
物
を
作
る
」
「
虫

を
作
る
」
「
船
を
作
る
」
「
花

を
作
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

夏
休
み
の
宿
題
に
作
っ
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

新刊情報

夏休みの課題図書・指定図書

　貸出しには冊数制限があります。
図書館では、一人５冊まで図書を
借りることができますが、課題図
書・指定図書はそのうち１冊の貸

出しとなりま
すのでご了承
ください。
　詳細は窓口
にお問い合わ
せください。

七夕飾りに願い事を書いてみませんか

　７月１日から
13日まで、館内
に七夕飾りを飾
り付けます。
　図書館内に大
きな竹を設置し
ます。皆さんご
自由に短冊に願
い事を書いてく
ださい。

おいでよ！おはなし会
７月12日㈯  午後３時～４時
７月26日㈯  午前11時～正午
児童コーナー

林業男子　いまの森、100年先の森
山﨑真由子／著　山と渓谷社

 今、林業ギョーカイが熱い。森の仕事、
木の仕事に果敢に挑む人々の現在進行形の
姿はいかに。林業の
現状、未来を描いた
１冊。映画「ＷＯＯ
Ｄ　JOB！」の監督・
脚本、矢口史靖氏の
インタビューも収録。

はじめはタマゴ
ローラ・ヴァッカロ・シーガー／著
久山太市／訳　評論社

　始めは、タマゴ。
そして、ニワトリ。
ページを一部切り抜
いただけのシンプル
な仕掛け絵本。大胆
な色使いの絵で、意
外な展開が楽しめま
す。

池上彰のやさしい教養講座
池上彰／著　日本経済新聞社／編
日本経済新聞出版社

 「消費税はどこまで
上がる」「原発ってど
うすればいいの」「ア
メリカが産油国にな
るってほんと」…。
日経新聞の人気連載
を書籍化。戦後史を
池上彰が易しく解説。

図
書
館
の
本
を
読
ん
で
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
！

ダンボールで
[鳥]を作る
内藤英治／著
誠文堂新光社

参考にした本
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土日 月 火 水 木 金
７月の休館日（○…休館日）
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！

　９月に誕生日を迎える３歳
までのお子さんが対象です。
８月１日までにお申し込みく
ださい。（抽選の結果は、当
選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
　情報統計課行政情報発信係
　☎㉒８６２７（市役所６階）

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援施設

☎２４０９ ○スライム作り

　２日㈬　午後４時～
　５日㈯　午前10時～
　七夕会

　３日㈭
　午前10時30分～
　ペタペタの日

　17日㈭
　午前10時30分～
　※タオル・着替えを持
　参してください。

○七夕飾り作り

　２日㈬
　午前10時30分～
　水鉄砲作り

　16日㈬
　午前10時30分～
○しゃぼん玉遊び

　19日㈯
　午前10時30分～
　夏休み工作

　30日㈬・31日㈭
　午前10時30分～

●せいまお兄さんと

　遊ぼう！

　９日㈬
　午前10時～正午
●ランチday

　17日㈭　
　午前10時～正午
●お誕生日会

　23日㈬
　午前10時～正午

髙瀬 健ちゃん
（１歳・高瀬本町）

たけるそ ら

せいや

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設　
　

７
月
の
主
な
催
し　
　

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

７月生まれ

松本晴哉ちゃん
（２歳・城町２丁目）

伊藤琉希ちゃん・愛琉ちゃん
（２歳・玉川町）

る き あいる

江藤蒼空ちゃん
（２歳・天神町）

加納和樹ちゃん
（１歳・玉川町３丁目）

かずき
佐藤夏葵ちゃん
（１歳・前津江町柚木）

なつき

　七夕会

　４日㈮
　午前10時30分～
●せいまお兄さんと

　遊ぼう　

　プール開き

　11日㈮　
　午前10時30分～
★おもしろ工作（染物）

　23日㈬
　午前10時30分～ 

…小学生対象

…乳幼児対象

小

小

小

小

樋口隼太朗ちゃん
（１歳・亀川町）

しゅんたろう

茶山正詩郎ちゃん
（２歳・北友田１丁目）

せいしろう

重松蒼斗ちゃん
（３歳・源栄町）

あおと
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５６５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

冷川愛奈ちゃん
（２歳・清水町）

あいな
佐藤蒼馬ちゃん
（２歳・丸山１丁目）

そうま

●救急講習会

　２日㈬　
　午前10時30分～
　　　　　 11時30分
●夕涼み会

　12日㈯
　午後５時30分～８時
●リトミック

　28日㈪
　午前11時15分～
　　　　　 11時45分

●身体計測

　８日㈫
　午前９時30分～正午
★スクラップ

　ブッキング

　10日㈭　　　　
　午前10時～正午
★片栗粉遊び

　22日㈫
　午前10時30分～

●七夕会（七夕飾りを
作った親子が参加し
てください）
　７日㈪　午前11時～
★アンパンマンの

　シール遊び

　８日㈫
　午前11時～
★カレンダー作り
　16日㈬
　午前11時～

日田市の人口
（平成26年５月31日現在） 

■人口
　69,739人
　（前月比－20人）
・男　32,981人
・女　36,758人
■世帯数
　27,130世帯

一安杏音ちゃん
（２歳・刃連町）

あんね

松下美桜ちゃん
（３歳・坂井町）

み お
小山颯斗ちゃん
（３歳・中釣町）

はやと
中村真也ちゃん
（３歳・港町）

しんや

宮崎煌士郎ちゃん
（１歳・内河町）

このあおうしろう
田中倖愛ちゃん
（１歳・石井町２丁目）

宮崎敬丸ちゃん
（１歳・三池町）

たかまる
猪山葵生ちゃん
（１歳・清水町）

あおい

川津壮真ちゃん
（２歳・日ノ出町）

そうま



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
今
年
の
夏
は
冷
夏
と
の
予
報
で
す
。

　
梅
雨
も
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
後
半
に
大
雨
の
予
想
だ

と
か
…
。
今
年
も
気
象
予
報
と
の
に
ら
め
っ
こ
が
始
ま
り

ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
災
害
対
応
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

気
象
情
報
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
夏
と
い
え
ば
、
日
田
を
代
表
す
る
工
芸
品
に
〝
下

駄
〞
が
あ
り
ま
す
。
日
田
は
、
浴
衣
に
下
駄
履
き
の
姿
が

よ
く
似
合
う
町
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
夏
の
日
の
夕

方
、
豆
田
町
や
川
沿
い
で
浴
衣
姿
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
。

　

ま
た
、
日
田
の
夏
を
代
表
す
る
「
日
田
祇
園
祭
」
で

も
、
浴
衣
を
着
て
下
駄
を
履
い
た
市
民
の
方
や
観
光
客
が

祭
り
に
華
を
添
え
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
下
駄
は
日
本
の
夏
の
風
情
で
す
。

　
そ
の
〝
ひ
た
下
駄
〞
で
す
が
、
先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
イ
ッ

ピ
ン
」
と
い
う
番
組
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
反
響
が
大
き
く
、
製
造
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に
問
い
合

わ
せ
の
連
絡
が
殺
到
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
番
組
で
は
、
下
駄
職
人
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
分
野
の

職
人
が
ア
イ
デ
ア
や
製
作
に
携
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
下
駄

の
常
識
を
覆
す
よ
う
な
新
し
い
下
駄
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
夏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
と
し
て
女
性
の
注
目
を

集
め
る
下
駄
。
ス
カ
ー
ト
や
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
に
も
似
合
う
、

新
し
い
〝
ひ
た
下
駄
〞
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
同
番
組
で
は
、
杉
の
産
地
で
あ
る
日
田
の
木
工

業
の
紹
介
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
田
の
森
か
ら
生
ま
れ
た
下
駄
。

　
森
の
恵
み
を
感
じ
な
が
ら
、
日
田
の
夏
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
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日田祇園山鉾
集団顔見世
ボランティア募集

国・重要無形民俗文化財

　７月24日にＪＲ日田駅前で開催する「日田祇園山鉾
集団顔見世」で、平成山鉾を曳いていただけるボラン
ティアを募集します。

□日時

□内容
　日田祇園山鉾会館からＪＲ日田駅前までの往復運行
□要件　満18歳以上の男性
□申込方法　下記に電話で申込み
□申込期限　７月18日㈮
□問合せ　観光課☎㉒８２１０（市役所３階）

[日田祇園山鉾集団顔見世]
７月24日㈭　午後７時～　ＪＲ日田駅前
[日田祇園祭]
７月26日㈯・27日㈰
※27日の晩山の際、黎明館前でパイパイ３００本を配付します。

７24月 日㈭ 午後５時～10時30分（予定）

ひ


